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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第17期
第３四半期
連結累計期間

第18期
第３四半期
連結累計期間

第17期

会計期間
自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日

自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日

自　平成27年４月１日
至　平成28年３月31日

売上高 （千円） 1,131,280 1,376,758 1,531,483

経常利益 （千円） 275,920 1,110,199 311,319

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 407,325 949,404 443,028

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 404,476 950,191 440,192

純資産額 （千円） 1,602,385 2,551,886 1,638,101

総資産額 （千円） 2,234,571 11,213,097 2,351,963

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 98.48 229.54 107.11

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 71.7 22.7 69.6

 

回次
第17期
第３四半期
連結会計期間

第18期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成27年10月１日
至　平成27年12月31日

自　平成28年10月１日
至　平成28年12月31日

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額(△)
（円） △1.65 3.73

（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

３．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社の異動については、以下のとおりであります。

 

（不動産金融事業）

　第２四半期連結会計期間より、新たに組成した匿名組合メトロを連結の範囲に含めております。

 

（ホテル運営事業）

　主要な関係会社の異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等リスクについて、当該有価証券報告書の提出日以降、本四半期報告

書提出日までの間において変更が生じております。

　なお、文中の将来に関する事項は、四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものであります。

　また、以下の見出しに付された項目番号は、前事業年度の有価証券報告書における「第一部　企業情報　第２　事

業の状況　４　事業等のリスク」の項目番号に対応したものです。

 

③　筆頭株主が変更となることについて

　当社の筆頭株主であったキャピタル・エンジン株式会社が、ASK HOLDINGS株式会社及び廣崎利洋氏に対して当社

株式の一部を売却したことにより、同社が筆頭株主ではなくなったこととともに、その親会社である株式会社あか

つき本社が当社の親会社から外れることにより、当社グループの各種施策や事業計画が何らかの理由により進捗し

ない可能性があります。また、株式会社あかつき本社が親会社でなくなったこと自体をネガティブに捉えられる可

能性も否定できず、当社グループの事業運営に何らかの影響を与える可能性もあります。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 

(1）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間（平成28年４月１日～平成28年12月31日）におけるわが国経済は、雇用情勢の改善や

良好な所得環境により、緩やかな回復基調が続いたものの、個人消費の伸び悩み及び英米の政治・経済の動向や中

国をはじめとする新興国・資源国経済の動向等、世界経済の不確実性により先行きは依然として不透明な状況が続

いております。

　不動産市場におきましては、日本銀行による大規模な金融緩和を背景とする国内の投資意欲の継続、ホテル業界

におきましては、新規開業の増大等により競合環境は激化しており稼働率は緩やかながら低下の兆しが見られてい

るものの、政府の観光立国推進に向けた諸施策などにより、訪日外国人数が前年を上回り、宿泊需要は引き続き堅

調に推移しております。

　このような事業環境の下、当社グループでは中長期的な収益基盤の拡大を目的として、外部投資家と共同で設立

する特別目的会社を通じた京都市内の不動産取得及び開発とホテル運営会社の設立を計画するとともに、外部投資

家との共同出資により保有中の、大阪市内にあります堂島ホテルの事業価値増大に向けた計画の検討を進めており

ます。当該投資等により、来期以降も堅調な業績で推移すると考えております。

　これらの結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は1,376,758千円（前年同四半期比21.7％増）、営業

利益は227,061千円（前年同四半期比24.3％減）、経常利益は1,110,199千円（前年同四半期比302.4％増）、親会

社株主に帰属する四半期純利益は949,404千円（前年同四半期比133.1％増）となりました。

 

　セグメントの業績におきましては、不動産金融事業の売上高は761,534千円（前年同四半期比23.1％減）、営業

利益は209,014千円（前年同四半期比49.3％減）となり、ホテル運営事業の売上高は1,070,891千円（前年同四半期

は無し）、営業損失9,628千円（前年同四半期は1,494千円の営業損失）となりました。

　なお、セグメント間取引については相殺消去しておりません。

 

(2）財政状態の分析

（資産）

　当第３四半期連結累計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ8,861,133千円増加し、11,213,097千

円となりました。これは主に新たに設立した当社連結子会社である匿名組合メトロが収益不動産として大阪市にあ

るホテルを購入したこと等により建物が1,601,131千円増加、さらに土地が6,672,068千円増加したことによるもの

であります。

（負債）

　負債については、前連結会計年度末に比べ、7,947,348千円増加し、8,661,210千円となりました。これは主に新

たに設立した当社連結子会社である匿名組合メトロによる不動産信託受益権購入にあたり長期借入金が7,406,250

千円増加及び外部投資家と共同で取得予定の京都市下京区にあるホテルの売買契約締結等に伴い短期借入金が

579,000千円増加したことによるものであります。

（純資産）

EDINET提出書類

ウェルス・マネジメント株式会社(E03801)

四半期報告書

 4/18



　純資産については、前連結会計年度に比べ、913,785千円増加し、2,551,886千円となりました。これは主に親会

社株主に帰属する四半期純利益949,404千円を計上したことによるものであります。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

(5）従業員数

①　連結会社の状況

　当第３四半期連結累計期間において、不動産金融事業で１名減少、ホテル運営事業で12名増加したことに伴

い、従業員数は66名となっております。なお、従業員数は就業人員数（当社グループから当社グループ外への出

向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出向者を含む。）であります。

②　提出会社の状況

　当第３四半期累計期間において、従業員数は12名となっております。なお、従業員数は就業人員数（当社から

他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む。）であります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成28年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年２月13日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,136,100 4,136,100
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数は100株で

あります。

計 4,136,100 4,136,100 － －

（注）１．発行済株式総数の内10,000株は、現物出資（有価証券（10,000株）５百万円）によるものであります。

２．平成28年８月１日をもって、当社株式は東京証券取引所マザーズ市場から同取引所市場第二部へ市場変更し

ております。

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成28年10月１日～

平成28年12月31日
－ 4,136,100 － 880,010 － 311,943

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　なお、キャピタル・エンジン株式会社から平成28年12月21日付で提出された大量保有報告書の変更報告書、

株式会社あかつき本社から平成28年12月22日付で提出された大量保有報告書の変更報告書、ASK HOLDINGS株式

会社及びその共同保有者である廣崎利洋氏から提出された大量保有報告書により、以下の株式を所有している

旨の報告を受けておりますが、当社として当第３四半期会計期間末日現在における実質所有株式数の確認がで

きません。

　当該大量保有報告書（変更報告書）の内容は以下のとおりであります。

 

氏名又は名称 住所
保有株券等の数
（株）

株券等保有割合
（％）

キャピタル・エンジン株式会社 東京都中央区日本橋小舟町８-１ － －

株式会社あかつき本社 東京都中央区日本橋小舟町８-１ 株式   395,600 9.56

ASK HOLDINGS株式会社 東京都千代田区三番町２-４ 株式 1,031,400 24.94

廣崎　利洋 兵庫県西宮市 株式   333,400 8.06
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成28年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　4,135,800 41,358 －

単元未満株式 普通株式　　　　300 － －

発行済株式総数 4,136,100 － －

総株主の議決権 － 41,358 －

（注）　当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成28年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

②【自己株式等】

　該当事項はありません。

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

 

(1）退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

取締役 ― 島根　秀明 平成28年10月15日

取締役 ― 北野　道弘 平成28年10月15日

取締役 ― 工藤　英人 平成28年10月15日

取締役 ― 濱岡　洋一郎 平成28年10月15日

 

(2）異動後の役員の男女別人数及び女性の比率

　男性６名　女性－名（役員のうち女性の比率－％）
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成28年10月１日から平

成28年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 571,311 526,173

売掛金 268,022 96,502

繰延税金資産 29,331 18,804

その他 28,529 1,006,192

流動資産合計 897,195 1,647,672

固定資産   

有形固定資産   

建物 38,530 1,677,029

減価償却累計額 △31,797 △69,165

建物（純額） 6,732 1,607,863

工具、器具及び備品 54,625 56,146

減価償却累計額 △37,489 △40,477

工具、器具及び備品（純額） 17,136 15,668

土地 － 6,672,068

有形固定資産合計 23,869 8,295,600

無形固定資産   

のれん 285,344 255,825

その他 1,679 7,334

無形固定資産合計 287,023 263,160

投資その他の資産   

投資有価証券 1,055,016 944,673

繰延税金資産 14,086 22,063

その他 73,504 39,925

投資その他の資産合計 1,142,607 1,006,663

固定資産合計 1,453,500 9,565,424

繰延資産   

株式交付費 1,267 －

繰延資産合計 1,267 －

資産合計 2,351,963 11,213,097
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 3,492 6,991

短期借入金 377,000 956,000

1年内返済予定の長期借入金 － 75,000

未払法人税等 50,630 4,831

賞与引当金 3,146 2,296

その他 250,813 179,061

流動負債合計 685,082 1,224,180

固定負債   

長期借入金 － 7,406,250

その他 28,780 30,780

固定負債合計 28,780 7,437,030

負債合計 713,862 8,661,210

純資産の部   

株主資本   

資本金 880,010 880,010

資本剰余金 311,943 311,943

利益剰余金 447,760 1,355,803

株主資本合計 1,639,714 2,547,758

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △1,831 △1,130

為替換算調整勘定 217 195

その他の包括利益累計額合計 △1,613 △934

非支配株主持分 － 5,063

純資産合計 1,638,101 2,551,886

負債純資産合計 2,351,963 11,213,097
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

売上高 1,131,280 1,376,758

売上原価 441,557 745,858

売上総利益 689,723 630,900

販売費及び一般管理費 389,814 403,838

営業利益 299,908 227,061

営業外収益   

受取利息 336 569

持分法による投資利益 19,941 943,030

その他 86 11,091

営業外収益合計 20,365 954,691

営業外費用   

支払利息 21,491 33,660

株式交付費償却 7,013 1,267

支払手数料 15,375 36,000

その他 473 626

営業外費用合計 44,353 71,554

経常利益 275,920 1,110,199

特別利益   

固定資産売却益 186,172 －

関係会社株式売却益 3,675 －

特別利益合計 189,847 －

特別損失   

固定資産売却損 2,669 －

固定資産除却損 508 －

関係会社株式売却損 4,611 21

関係会社清算損 － 118,674

特別損失合計 7,789 118,696

税金等調整前四半期純利益 457,979 991,502

法人税、住民税及び事業税 52,932 39,440

法人税等調整額 △8 2,549

法人税等合計 52,924 41,989

四半期純利益 405,054 949,512

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
△2,270 108

親会社株主に帰属する四半期純利益 407,325 949,404
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

四半期純利益 405,054 949,512

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △578 701

持分法適用会社に対する持分相当額 － △22

その他の包括利益合計 △578 678

四半期包括利益 404,476 950,191

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 406,747 950,083

非支配株主に係る四半期包括利益 △2,270 108
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

　該当事項はありません。

 

（連結の範囲の変更）

連結の範囲の重要な変更

　第２四半期連結会計期間より、新たに設立した匿名組合メトロを連結の範囲に含めております。

　なお、当該変更により、当第３四半期連結累計期間の属する連結会計年度の連結財務諸表に重要な影響を与

えております。当該影響の概要は、連結財務諸表の総資産額及び総負債額の増加であります。

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１

四半期連結会計期間から適用しております。

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

減価償却費 12,562千円 41,524千円

のれんの償却額 29,518千円 29,518千円

 

（株主資本等関係）

前第３四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

１．配当金支払額

　該当事項はありません。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

１．配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月27日

定時株主総会
普通株式 41,361 10 平成28年３月31日 平成28年６月28日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３ 

不動産金融
事業

ホテル運営
事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 989,667 － 989,667 141,612 1,131,280 － 1,131,280

セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ － － － － － －

計 989,667 － 989,667 141,612 1,131,280 － 1,131,280

セグメント利益又は損失（△） 412,555 △1,494 411,061 △9,893 401,167 △101,258 299,908

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、新聞・出版事業及び広

告・ＩＲ事業を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△101,258千円には、各報告セグメントに配分されない

のれん償却費△29,518千円、全社費用△128,537千円、セグメント間取引消去56,797千円が含ま

れております。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３ 

不動産金融
事業

ホテル運営
事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 305,866 1,070,891 1,376,758 - 1,376,758 - 1,376,758

セグメント間の内部売上高又

は振替高
455,667 - 455,667 - 455,667 △455,667 -

計 761,534 1,070,891 1,832,426 - 1,832,426 △455,667 1,376,758

セグメント利益又は損失（△） 209,014 △9,628 199,385 - 199,385 27,675 227,061

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、従来、新聞・出版事業

及び広告・ＩＲ事業を含んでおりましたが、前連結会計年度において両事業を売却したため、当

第3四半期連結累計期間において該当する事業はありません。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額27,675千円には、各報告セグメントに配分されないのれ

ん償却費△29,518千円、全社収益及び全社費用の純額44,954千円、セグメント間取引消去12,240

千円が含まれております。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

３．報告セグメントの変更等に関する情報

　前連結会計年度より、従来「新聞・出版事業」、「広告・ＩＲ事業」、「不動産金融事業」及び「金融

アドバイザリー事業」としておりました報告セグメントを、「不動産金融事業」及び「ホテル運営事業」

に変更しております。

　これは、前連結会計年度において、事業基盤の安定化と持続的な成長を図るためにビジネスモデルの転

換を実施したことによるものであり、当社グループの事業活動の内容、業績の理解及び将来キャッシュ・

フローの予測を適切に評価することに資する、より適切な情報提供を行うためのものであります。

　なお、当第３四半期連結累計期間の比較情報として開示した前第３四半期連結累計期間のセグメント情

報については、変更後の報告セグメントにより作成しており、前連結会計年度の第３四半期連結累計期間

に開示した報告セグメントの間に相違が見られます。

 

４．報告セグメントごとの資産に関する情報

　「不動産金融事業」セグメントにおいて、匿名組合メトロを新たに連結の範囲に含めた結果、前連結会計

年度末に比べ当第３四半期連結会計期間末の同報告セグメントの資産の金額は9,816,728千円増加してお

ります。

 

（金融商品関係）

　四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

（有価証券関係）

　四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

（デリバティブ取引関係）

　デリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 98円48銭 229円54銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 407,325 949,404

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益

金額（千円）
407,325 949,404

普通株式の期中平均株式数（株） 4,136,100 4,136,100

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年２月10日

ウェルス・マネジメント株式会社

取締役会　御中

 

東陽監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 宝金　正典　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 松本　直也　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているウェルス・マネ

ジメント株式会社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成28年10

月１日から平成28年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年12月31日まで)に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につ

いて四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ウェルス・マネジメント株式会社及び連結子会社の平成28年12月31日

現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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